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1988年秋、セフェリスの詩「キプロスのサラミス」を論じた小平高の中で、錯誤とし

て、次のように述べた。

「以上「キプロスのサラミス」で、セフェリスがアイスキユロスのくサラミス〉を

重ね合わせ、さらにキプロスにまつわる幾多の戦闘やレパントの海戦に想いを走せて

いることが明らかになったと思う。そして彼がそれらの出来事の背後に一貫して、ア

テーーヒヱプリスーネメシスの連環によるく神の正義〉を見ようとしていることも明

かである。先に一寸触れたように、もしかす石と彼は、 「かの完1替なき災厄」の一句

の中lこ、彼自身が休験した1923!芋のケマル・アタチコルク室によるスミルナ〈現イズ

ミール〉の「大災厄」までも想起しているかも知れないのであ ~o たしかに第一次大

戦後のこの時期ヴェニゼロス指揮下のギリシアもまた、 「新ヴィザンチン帝国」建設

の夢、いわゆる「メガI}・イデアJ (偉大なる思想〉の実現を追求するあまり、ヒユ

プリスの罪を犯していたのかも知れないのである。ニコス・スボロノスのいうように、

当時のギリシア軍の行動はほとんど「侵常戦争の様相を符びて」いたのである。山内

登美雄氏は、 「アイスキコロスの人間に対する態度の根本Jを「ベルシア人Jが「実

に明確に示峻するJとした上で、 「アイスキュロスは死ぬまでマラトンの勇士であり

愛国者であるが、単純な熱狂的愛国主義とはまった〈違っていることが知られ名。ベ

ルシア敗北の原因を、権勢lこ溺れ、寒J勇と若宮神をほしいままJtこしたクセルクセスに

対する大神ゼウスの懲罰にみ~アイスキユロス t.í、神々の正義とその前での人間の愚

かさを、同じ人間の立喝ーから劇詩として措くのである。

アイスキコロスが愛国者でありながら、このように公平で普遍的な地平に立つこと

ができたということは、まことに驚きである」と述べているが、セフヱリスの1見野に

も、自由民の災厄の背景に同じヒヱプリスの影が映ったとしても不思議ではないので

ある。しかも彼の父はヴェニゼロスのプレインでもあったのであるo <サラミス〉の

思想そのものが、他ならぬ彼の父からのものなのであるが、彼もまたアイスキュロス

と同じ〈様々の人聞の業とそれから生じる様々の結果を普遍の高みから一望に観照し
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うる人格だったと思われるからである。セフヱリスにおける古代ギリシア的ヒコブリ

ス観とギリシア正教徒としての神観とのかかわりなどについては柊会を改めて訟じて

みたい。 ;1

いささか引用が長くなったが、セフヱリスの運命観であるアテーーヒユプリス--t
メシヌの連環による運命の、あるいは歴史の運動観の凝集された事件が、サラミス海

戦であることや本械の主題であるくセフェリスのパイディア〉の問題とも渓くかかわ

っているのであえて冒頭にあげた次第であ忍。

すでに使会あることに指摘したように、セフェリスは外交官としてのエリート・コ

ースを渉主:一方で、詩人として、学問人として、国民的教育者として、評論家として、

愛国者としての誠実な人生を歩んだ人である。深い古典的教養と近代ヨーロッバ的知

性をそなえたギリシア人である。この点、に関し、ヨルゴス・ D・フルムジアーヂィス

:止、セフヱリスの処女詩集「転回点」に触れた箇所で次のように述べている。

「これはその内容からはもちろんだが、その作者に備わっていると思われる多様な

長所のゆえに“嘗巽の"害だった。セフヱリスが際立った才能のなかに、全<Mi.外れ

た教養老苓えていることは明かだった。

古典、ヴィザシティン、世俗のギリシャ文学についての精通者であり、近代の最も

重要!なもののうちに数えられるフランスおよびイギリスの文学についての十分な識者

であることが、当初から証明されていたのだ。こうしたすべての源泉を、彼は現代ギ

リシャの現実に調和させて取り込める限り、うまく吸収した。新しい観念、や要素を形

式や言語一愛する民衆語ーに適用させることにより、セフヱリスは伝統と断絶するこ

となく、 “純粋"ーポール・ヴァレりやプルモン神父によって構想されたものーの実

現に向けての大きな一歩を成し遂げるのである。」引

全〈正告書を射た見解であり、セフヱリスがこのような、古典文学だけでな〈、近代

西欧文学lこ通じたインテリゲンチアの一人である以上、その思想のよって〈るところ

を、西洋およびGreekheri tageeこもとめることはご〈自然であり、実はそれに尽きて

いるといってよいのかも知れない。がこのようなGreekher i tageの涜れの中で、やは

り直援かれに影響を与えた人物がいることは否定できないのである。手許にある資料

によるとセフェリスにおけるギリシア的運命観は、どうも直接的には、父ステリオス

の影響が決定的であるように思われる。 rセフェリスのパイディア」一幼少時代の父

と子と本稿でいうのは、実はこの意味なのである。

ところで「セフェリスのパイディア」と一言でいっても、よく考えてみるとsemao-

ticな観点から、とてつもなく広い、あろいは多方向にわたる筏点が可能のように思わ

れる.そもそも「セフェリスのパイヂィアJというタイトルにおける r-のJに問題

がありそうである。この「の」は subjective.~enitiveなのか、 objective genit.ive 

なのか、それともその百万なのか.前者と考えれば、セフヱリスの若年期の意識的な

文学修業や英語の勉強などがあげられようし、エリオットやジュール・ラフオルグや
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ポー/1，・ヴ7レリ一等西欧の詩人たちとのl.iiこう・その影響や栄養の摂取同化やマク

リヤノスや画家セオフィロスの発見・評価の過程をもあげられるかも知れない。否、

人生の経過における全ての体験・学習を含めて、セフェリスのsubJedi veな認識・休

験のプロセスの総休を含めねばならないだろう。またobjecti veと考えれば、幼少時か

らの私的・公的教育の過fJ¥が考えられるであろう。飾グーディスによる教官や後年の

カサレヴーザ対ディモティキlこ関する姉弟の対立もとりあげねばならないだろう。そ

もそも、主休と客休との相互の働きかけ、受容と消化、独立と独創とがなくて「パイ

ディアJそのものが成立しえないであろう。この意味では、 subjectiveかobject.iveか

という設問自体が愚問というべきかも知れない。教師(;t学生を教えることによって、

絶えず触発され、教えられている。その意味では、現代日本の教育界をおおっている、

人を横一線、縦一線に並べ、教える例が教育を受けろ例の主1*:こはおかまいなしに、
超主主的・一方的に相対的数量的な評価を下す惰義信教育が、いかにパイディアの本質

を逸問したものであろかは明かであろう。

いずれにせよ、究極的:こは、この subjectiveおよび object.iveの立場を止拐した

「セブ工リスのパイディア」が論じられなければ片手落ちとなろう。がそれは照られ

たスベースで軽々に訟じ尽くせる問題ではないであろう。

がしかしひるがえってここで本稿の出発点、 「幼少時代の父と子」というサブタイ

トルに示した視点:こ立ち返ろことによって、小説の取り扱う健函も限定され、筆者の

意図も明らかになるはずであろ。父と子、セフェリスの父スチィリアノスとセフヱリ

スの問におけるパイディアの問題、それも、セフェリスに見られる先述〈アテーーヒ

ユプリスーネメシス〉の連I震による古代ギリシアの運命観、その運命観の史的凝集点

としてのサラミス海戦についての父スティリアノスの影響について書いてみたいとい

うのが、本格の出発点なのである。

~. 2 父、スティリアノス

セフェリスの父スティリアノスについて、ここで、人名辞典の記すところを要約し

てみよう。以下は、アテネで1988年:こ出版された世界人名辞典引からの要約である.

スティリアノス・セフヱリアディス(~n:λ[ clνoc ~E やιρ[ aoητ) (;t、 1873年

スミルナに生まれ、 1951年アテネに没した。すぐれた国際法学者、外交官、作家、大

学教授であり、アカデミー会員であった。 現代ギリシアの傑出した詩人、 ヨルゴス

・セフヱリスとヨアンナ・ツァツォスの父・スミルナの福音主義系の学校で普通教育

を終え、フランスのエクス・アン・プロヴァンスで法律を学んだ(1894年優秀な成績

で卒業〉。またパリ大学(1897年、法律惇士〉。故郷lこ帰還後、弁謎士として傑出、

平行して、法理論の研究と著作に没頭した。

1919ff:、アテネ大学法学部の国際法の箆時の、ついで翌1920年正教授に就任。この

- 3ー



地位は1938年(1920・23を除く。この期聞はベニセロス派の一員(BεV t 'E λtιoc ) 

としてこの地位をはなれた。ヨアンナの手記にあるように、ヴェニゼロスの側近、お

そらくブレインの一人だったと思われる。〉まで維持する。更に国務省の法律参事官

(1919年〉ハーグの紛争調停裁判所の常任メンバー(1920)、 政府望書事官(1929)、

アテネ大学学長(1933-34)、 そして1933年、アテネのアカヂミー正会員に選出され

る.長後lこ、国際会議及び外交的会議に繰り返し代表として出席した. (諸民核の学

会組織等〉、また国際学術者協会のメンバーとして優れた活躍をした。(国際法学会

会員等〉。スティリアノスの学問上の著作は、フランス語とギリシア語で替かれ、そ

の数は非常に多い。彼の多くの研究は、法律雑誌に公表された。何冊もの彼の著作の

選集があまれている。

学f立論文「訴因訟に関する批判的研究J (Etude critiQue sur la theorie de la 

cause. 1897)、 「国際法の将来J (To MEλλOV TOV dtE9νOUτdt x;a(ou， 

1920)、 「国際公法教程J ( Ma9和 a，a ，lte9vovc dtX;a(ov， 2T..1925・29)、
fi主民の交換J (H AVTaλ入aYJ1Tωv n，¥7)9vσμwv(L'Enchange des populations. 

1928))、 「平和の国際法の一般原則J ( Principes 統的raux du droit inter-

national de la paix. 1930)、 「ギリシア古代法における中立の概念J (La 

Conception de la neutral i te dans 1 'ancien droi t hellenique.1935) および「国

際法慣習概論J (Aperucus sur la Coutume jurisdique internationale. 1936)等。

法律に関する研究の他にスティリアノスは、青年時代から文学の道にいそしんだ.

〈この文学に対する愛好が子供たちに引き継がれたことは明かである。)1902年には、

詩のコンテストに賞金をかけたりしている。この分野での彼の出版物としては次の著

作や翻訳がある.

Tわがヲ!出しからの詩的集成~ [ (1895・1912(1939))] (H Ilo tηTl/Cl] l:uλλoYl] 

aπO TO l:uρTaρtμou、成曲「アルタの犠牲!( fIθισia Tηc 'ApTac (2幕

ものの劇))、 T愛の狂人とゴート人~(Tρελ óç ((πO Tηv Araff7) /Cal rOT90l 

〈宋出版、来刊))、 ギリシア関連のバイロンの詩の翻訳、 ~J\ イロシ抑J がある.

7ギリシアのための彼の悲劇{， (1924)、またソフォクレスの悲劇の有筏詩としての

翻訳(~オイディブース王とエレクトラJ 、 1936) 、観訳家としてのセフヱリアディ

スは、ステファノス・ミルタス〈ヱT{中avocMvpTac)のペンネームを使用した。

少し詳しく紹介したが、セフヱリスの父の公的な姿はかなり具体的に浮かび上がっ

てくるであろう。セフェリスが知的にも社会的にも生え抜きのエリートであるという

意味もこの父を考えたら偶然ではないのである。

ところでこのような学者であり法律家であるといういかめしい経歴のスティリアノ

スも、家庭では、子供たちには大変優しい父殺であったらしい。後年父との問に文学

修業と法律の学位取得の勉強をめぐ・って、どこにでもある父と子の対立があったよう
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でおろが、セフヱリスも宝たトータルな観点からすれば父にとって誓き息子であった。

この間の事情は、セフェリスの妹、ヨアシナ・ツァツォスの記述:こ詳しい。父スティ

リアノスの rfond fatherJぶりもよくえがかれていて微笑ましい。そしてその文章

の中:こ、セフェリスのパイディアとしてのくサラミス〉も出現するのである。

g. 3 ヨアンナの函〈父ステ-(1]アノス

セフェリスは、考古度なギリシア正教徒であったが、一方根本的なところで古代ギリ

シア以来の逐命観を持ち、ギリシア的、というより古代的宗教伎にも親近観を持って

いたように思われる。すなわち、ギリシア悲劇ーとくにアイスキュロス以来のーアテ

ーーヒヱプリス--主メシスの連環による人および国家の運命観である。彼lまことあ~

ごとにこのことに触れる。それもベルシア戦争におけるサラミス海戦とのかかわりに

おいて、クセルクセス大王の運命lこ触れる形であることが多い。詩集「航海日誌m~

中のー鱈「キプロスのサラミス」についてはずでに触れた。いずれにせよセフヱリス

のサラミス海戦へのこた、わりと、アイスキヱロス、ひいては古代ギリシア的運命観に

関する閉心の深さは。早〈から筆者にとっては民咲をヲ1<ものであった。この点に関

しては、 「セフェリスとアイスキヱロスJ4)と題す石小文においても触れたことがあ

るが、初めこれを、単純にくGreekHeri t.a~e>の文脈の中で解釈していたのである。

ホメロスを始め、悲劇作品などを虚心によめば、ギリシア思想の棋斡は「中1膏」でお

り、人間が人間の分限を超えようとするとき、そのような迷妄(人はこれをアテーと

呼ぶ〉とその迷妄の結果としてのヒユプリの行為に対して、必ずネメシスの罰が下る

のである。だから、古典文学にも古代思想にも通じていたセブヱリスにとって、この

ような思想的到達点は、要するにギリシア的素養と心性の必然の帰結と考えていたの

である。ところが、サラミスに関するセフェリスの思い入れの直銭の原点が、どうや

ら父のパイディアにあるらしいことが妹ヨアンアの証言で明らかになる。

ヨアンナ・ツァツォスは、その著 rわが兄セフヱリス~ 5)の中で幼少時代のセフエ

リアディス一家の生活を生き生きと画いているが、その中でまず母デスポについて、

次いで父について多くの貴重な証言をしている。兄セフェリスについてはもちろんで

ある。この本は肉親による直援的資料として、セフヱリス研究にとっては、貴重な証

言にみちた興味深い本である。実をいうと、拙著?セフェリス詩集~ (土曜美術社、

1988)引にあたって、筆者はこの本を未見であった.もし読んでいたら筆者のセフヱ

リス観、特:こ彼のくフェミニズム〉もし〈は、〈女性観〉について一つの知見を加え

ることができたかも知れない。 i寺の解釈についても伺様である。従来、重厚で時いと

されていたセフヱリスの詩も翻訳してみて、以外に軽快な「色っぽいJ詩があるのに

気がついていたが、これも偶然ではなかったようである。詩中のピリオ?)なる女性に
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ついても、ヨアンナば触れている。筆者が所脅しているのは、この本の英語訳である

が、簡潔で美しい文体で貫かれた、これ自休が文学の名!こ~，、じない名幸子である。ヲア

ンナ・ツァツォスも父の文学的資質を充分に受け継いだようであろ。

さて前述のように、父スティリアノス:立、国際法の権威でおり、アテネ大学教授と

して、また翻訳者、詩人、としてもすぐれた素質を示していた。またヴェニゼロスの

ブレインでもあり、ヨアンナによれば彼がバリで1且墜されたときは同行していた。従

って共匂!Il主義者でおり、おそらくメガl}・イデアの信奉者でもあったと思われろ。

しかし、家庭では、子煩悩な慢しい、ほとんど親バカともいえる父純だったようであ

る。以下、ヨアンナの描写lこ聞いてみよう。

「略になると、私たちは、父が、お休み、を言いlこヲそろのをベッドの中で待ってい

るのでした。私たちが幼少だった問、彼の宅ょたちに対すろ便しさは、無限でした。何

時間もかけてヨルゴス〈セフェリス〉のために船倉やマストや百T動の舵柄のついた木

製の小舟を彫んでくれました。彼はこういうことが大変上手でした。彼:立大きなクル

ミを選ぶとベンナイフで〈り抜いてーどうやってだか想像もつかないのですがー聞い

たり、閉じたりする小符を私のために作ってくれるのでした。私たち子供たちは、周

りに立って、一生懸命その姿を見つめていたものです。仕事をしながら彼は色々のお

話をしてくれました。

彼は詩人でした。そして子供たちの心にひびく伝説的要素を選び出すすへ・を心得て

いたのです。非常に幼い頃の記憶の一つは、彼のひざに座っていた頃のものです。ヲ

ルゴスとアンゲロスはかたわらにいました。私たちは、彼の話にうっとりと耳を傾け

ていました。生き生きした単純な仕方で彼は説明しました。クセルスセス大王が軍勢

をもよおし、橋をかけ、ギリシアを征服せんと殺到した有様を。彼lまサラミスの勝利

について、私たちに話してくれたのです。ヨルゴスは大柄な少年でしたが、 「何隻の

紛がいたの?クセルクセスは何処に陣取ったの?Jと質問するのでした。私はといえ

ば、戦~tこはかかわりなく、ただ起こった出来事を聞きたいだけなのでした.

夕食前の父娘とのその時聞をどれほど熱心に、私たちは待ち焦がれたことでしょう。

彼が帰宅するや否や、私たちはあとを追いまわすのでした。

「今日はどんなお話をしてくれるの?Jアンゲロスと私は彼にスリッパをもってい

きます。伎はまるで私たちを魅了することを企てるかのように、ミステリアスな微笑

を浮かべてアーム・チェアlこ慢を下ろすのでした。

「こうして、アレクザンドロス大王は、猛々しい馬にまたがり、軍隊をひきつれて、

アジアに進軍したのさ。そして勝手lJを、常に勝手IJを収めたのだ。当時大ていの人はギ

リシア語を学んだのだよ。そしてアイソーポスの寓話を読むことができたのさ。ーそ

のうち、お前たちにも読んであげるよ。」引

「何乎という職人や名匠が聖ソフィア寺院を建設したのだよ。そして工人の長は学

問のある人(々〉だった。聖人でもある画家がイコンを画いたのだ。数え切れないほ
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どの御俊明が上がっていたのだよ。そんな寺院がどうして今後二度とつくれると思う?

聖母マリア様があそこに永遠に鍔座ましますのさ。 J

でも、彼の話がコンスタンティノポリスの陥落のくだりにくると、子供たちの6つ

の目lま涙を一杯浮かべて彼をじっと見つめるのでした。

「コンスタンティノス帝は逃げられなかったの?J

「もちろんできたさ。 でも彼はそうはしなかった。 彼は殺されることを選んだの

さ。 J

「でも何故殺されるの?J私たちは質問します。

「もし逃げ出したら、大理石像にはならなかっただろうからさ。そして弘たちは、

いま彼の生き返るのを待望しないだろうからさ。」引

こうして一白一目、彼，;t私たちの熱心な心に歴史をそそぎ込んだのです。

これがセフヱリスにおける父のパイヂィアだったわけである。この証言で明らかな

ように広義のGreekHeri tageの中で、しかし狭義の家庭内教育の場でセフヱリスに決

定的な影響を与えていたのは、父スティリアノスなのである。セフヱリスのパイディ

アの担い手は、まず第一lこ家庭であり父母だったのである。母のパイディアについて

ば旬IJtこ訟じたい。

が上に引用した一節の終わりの部分で、ヨアンナは害いている。

「子供たちは成長するにつれて、両綬のく徳〉にうんざりするのです.家庭の月並

みな日常生活が、 彼らが厳しく判定する退屈な欠陥を明かにするのです。 こうして

年がたつにつれて、 父の権威主義的な態度を抑圧的であると思うようになったので

す。 J幻

父とセフヱリスの問には、やがてこうして父の権威に対する古典的な反抗・葛藤が

生ず忍ようになる。日常生活レペ‘ルでのことから、法律の勉強をおろそかにして、文

学:こ傾斜する彼lこ対する父親の心配など、きわめて月並みなとも思える様々の葛藤が

生ずるのである。しかし、いずれにせよ、セフェリスにあって、幼少時、父のパイデ

ィアは、いわば、ローレンツのいう「すり込みJ (imprinting)の役割を果たしたに

違いないのである。セフヱリスにおけるくサラミス〉は、父のパイディアの最大の遺

産だったのかも知れないと思うのである。

- 7ー



注

l) rセフ工リスにおけるサラミスの意義一「キプロスのサラミスJ (航海日誌ill)
をめぐ、って」志田信男.東京薬科大学}般教育研究紀要.第9号， 1987. 88 

合併号.p.69・86

2) rギリシャ文化史[古代・ヴィザンティン・現代J~ ヨルゴス・ D ・フルムジアー

デ fス箸谷口勇訳.而立害廃.1989. p.254 

3) EICπaloεVTIIC1] EλληνIIC1] EyICVκλoπaioEla， Toμ0<; 9A， 

rrArKO~M !O BIorPA争IKOhESIKO， 

Ekdotike Athenon S.A.， Athens， 1988 S.V. 

4) rセフヱリスとアイスキュロスJ志田信男.日本ギリシャ協会会報.第41号.

1987 

5)可"Brother Geon明 SeferisbY loanna Tsatsos. A ¥ostos Book 

¥orth Central Publ ishing Company. 1982 

6) セフェリス詩集二志間信男訳注.土曜美術社.1988 

7)詩集「転回点ょの中の「あなたはゆっくりと話したJ~こ笠場する女性。ヲアンナ

はこの女性を好意をもって回怨している。?セフェリス詩集:p.8参照。また、

1.ツァツォス著.前掲害 p.173ff参照。

8) 1.、ソァツォス.前掲害 pp.U-7 

9) 1.ツァツォス.前掲害 ibid. 
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